
滋賀県立農業大学校シラバス  001 
 

 講座名  法 律 （ 農 業 と 法 律 ）   担当  大 学 教 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

農 業 経 営 を 行 う 上 で 必 要 な 法 律 の 基 礎 的 知 識 を 習 得 す る 。  

１ ． 法 律 の し く み         ２ ． 憲 法 と 裁 判 （ 訴 訟 法 、 裁 判 員 制 度 ） 

３ ． 民 法 の 基 礎 （ 契 約 法 と 物 権 法 ） ４ ． 農 業 関 連 法 （ 農 地 法 、 食 糧 法 等 ）  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 法 と は 何 か 、 法 の 解 釈 、 法 の 基 本 概 念 に つ い て な ど  

 第２回（ 4時間） 憲 法 と は 何 か 、 人 権 保 障 と 統 治 機 構 、 裁 判 制 度 な ど  

 第３回（ 4時間） 私 法 上 の 権 利 ・ 義 務 、 契 約 の 基 本 原 理 、 所 有 権 と 占 有 権 な ど  

 第４回（ 4時間） 農 業 基 本 法 、 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 基 本 法 な ど  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

毎 回 、 自 作 資 料 （ 講 義 レ ジ ュ メ ） を 配 付 す る 。  

 

 到達目標   

 ○ 法 の 基 本 概 念 、 裁 判 の 仕 組 み に つ い て 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い て い る 。 
 ○ 売 買 契 約 や 土 地 の 利 用 等 に 関 し て 、 民 法 の 基 礎 知 識 が 理 解 で き て い る 。 
 ○ 農 業 関 連 の 重 要 な 法 律 に つ い て 、 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い て い る 。  
 

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 の 成 績 の
ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0点 法 に よ り 、 5
0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評 価 5 0点 以 上 の
科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合 格 と な っ た 科
目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は 原 則 １ 回 と し
、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス   002 
 

 講座名  経 済 （ 農 業 と 経 済 ）   担当  博 士 課 程  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）   16  時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

農 業 経 営 の 環 境 で あ る 食 料 生 産 ・ 流 通 ・ 食 生 活 の 現 状 と 、基 本 的 な 価 格 形 成

の 仕 組 み か ら 、 農 業 の 現 代 的 課 題 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を 解 説 す る 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 現 代 日 本 の 食 生 活  

 第２回（ 4時間） 飲 食 費 の フ ロ ー  

 第３回（ 4時間） 規 模 の 経 済  

 第４回（ 4時間） 国 内 農 業 の 現 状 と 課 題  

  

  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

○ 農 業 が わ か る と 、社 会 の し く み が 見 え て く る ○ フ ー ド シ ス テ ム 入 門 ― 基 礎

か ら の 食 料 経 済 学 ― ○ ほ か 、 各 種 統 計 資 料 な ど  

 

 到達目標   

○ 現 代 日 本 の 食 生 活 に お け る 中 食 ・ 外 食 の 割 合 の 大 き さ を 把 握 し 、食 品 製 造
業 ・ 食 品 流 通 業 で 機 能 し て い る 規 模 の 経 済 の 論 理 と の つ な が り を 理 解 す る 。 
○ 農 産 物 の 価 格 形 成 に 卸 売 市 場 価 格 が 果 た す 役 割 を 理 解 す る 。  
○ 以 上 の 観 点 か ら 、 国 内 農 業 の 現 代 的 課 題 に つ い て 把 握 す る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス   003 
 

 講座名  英 語   担当  元 高 等 学 校 教 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）     16時間（ 1単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習     見学    実技  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

実 用 的 な 英 会 話 に よ り 、 国 際 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 習 得 す る 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 実 用 的 な 英 会 話  

 第２回（ 4時間） 実 用 的 な 英 会 話  

 第３回（ 4時間） 実 用 的 な 英 会 話  

 第４回（ 4時間） 実 用 的 な 英 会 話  

  

  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

 自 主 制 作 プ リ ン ト  

 

 到達目標   

実 用 的 な 英 会 話 に よ り 、 国 際 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 習 得 す る 。  
 

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度   ○ ス キ ル テ ス ト  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス   004 
 

 講座名  体 育   担当  元 高 等 学 校 教 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）     32時間（ 1単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習     見学    実技  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

ス ポ ー ツ を 通 じ て 基 礎 体 力 の 維 持 向 上 と 集 団 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力

を 習 得 す る 。 ま た 、 生 涯 健 康 で 暮 ら せ る 心 身 を 維 持 す る 能 力 を 養 成 す る  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 野 球 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 、 バ レ ー ボ ー ル な ど に つ い て  

 第２回（ 4時間） 野 球 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 、 バ レ ー ボ ー ル な ど に つ い て  

 第３回（ 4時間） 野 球 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 、 バ レ ー ボ ー ル な ど に つ い て  

 第４回（ 4時間） 野 球 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 、 バ レ ー ボ ー ル な ど に つ い て  

第５回（ 4時間） 体 ほ ぐ し 運 動 ・ ダ ン ス 等  

第６回（ 4時間） 体 ほ ぐ し 運 動 ・ ダ ン ス 等  

第７回（ 4時間） 体 ほ ぐ し 運 動 ・ ダ ン ス 等  

第８回（ 4時間） 体 ほ ぐ し 運 動 ・ ダ ン ス 等  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

 自 主 制 作 プ リ ン ト  

 

 到達目標   

 
運 動 を 通 し て 体 力 の 向 上 を 図 る と と も に 、仲 間 で 運 動 す る こ と に よ り 他 人

と の 協 力 や 友 達 を 思 い や る 姿 勢 を 養 う 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 出 欠 状 況   ○ 授 業 態 度   ○ 技 術 上 達 度  
〇 グ ル ー プ 行 動 状 況  

 

 評価基準  

・ 本 講 座 は 演 習 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 上 記 評 価 で 重 視 す る 内 容 を 考 慮
し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  

・ 1 0 0点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。  
・ な お 、 成 績 評 価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。  
 

 



滋賀県立農業大学校シラバス   005 
 

 講座名  倫 理 Ⅰ   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    １６時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

人 間 と し て の 生 き 方 や 社 会 と の 関 わ り 、集 団 の 中 で の 個 人 の 役 割 、社 会 常 識

、 礼 儀 作 法 、 話 し 方 な ど に つ い て 学 習 す る 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 年 金 制 度 学 習 と グ ル ー プ 討 議 に よ り 自 己 表 現 を 行 う 、他 人 の

個 性 を 見 出 す 。 社 会 人 と し て の 基 本 的 マ ナ ー  

 第２回（ 4時間） 先 輩 農 業 者 か ら 学 ぶ 集 団 の 中 で の 協 調 性 、 リ ー ダ ー シ ッ プ  

社 会 人 と し て の 基 本 的 マ ナ ー  

 第３回（ 4時間） 世 界 農 業 遺 産 「 琵 琶 湖 シ ス テ ム 」 敬 語 の 使 い 方 、 礼 儀 作 法  

 第４回（ 4時間） 人 権 学 習 （ 自 分 の 長 所 探 し ） 、 日 本 農 業 新 聞 を 読 み 取 る  

  

  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

○ 自 作 資 料 （ 社 会 人 と し て の マ ナ ー ）    

〇 仕 事 応 援 ブ ッ ク （ 滋 賀 県 商 工 労 働 観 光 部 ）  

 

 到達目標   

 ○ 自 分 の 個 性 を 表 現 で き る 。 他 人 の 個 性 を 見 出 し 、 受 容 で き る 。  
 ○ グ ル ー プ ワ ー ク を 通 じ て 、 協 調 性 や リ ー ダ ー シ ッ プ を 養 成 す る 。  
 ○ 社 会 人 と し て 必 要 な 敬 語 や 礼 儀 作 法 を 修 得 す る 。  
 ○ 差 別 の 実 態 を 知 り 、 人 権 の 大 切 さ を 学 ぶ 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  ○ 授 業 態 度  
 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  



滋賀県立農業大学校シラバス   006 
 

 講座名  倫 理 Ⅱ   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    １６時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

学 生 が 関 心 を 持 っ た り 、見 聞 き し た り し て い る 時 事 的 な 話 題 な ど を 取 り 上 げ

、人 間 と し て の 生 き 方 や 社 会 と の 関 わ り 、幅 広 い も の の 見 方 や 考 え 方 を 学 ぶ

。  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） 社会人としての心構え（マナーとルール  ）  

 第２回（ 4時間） 人権感覚について  

 第３回（ 4時間） コミュニケーションについて  

（分かりやすい文章の書き方など）  

 第４回（ 4時間） 社会とのつながりについて（平和祈念館）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

・社会人としての心構え、敬語の使い方についての作成資料  

・文章の書き方の基本と手紙の書き方についての作成資料   

 

 到達目標   

社 会 人 と し て 、仕 事 を 行 っ て い く 上 で 、基 本 と な る 心 構 え や マ ナ ー 、感 覚 を
身 に つ け る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  007 
 

 講座名  情 報 処 理 Ⅰ   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）     16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

1 .  情 報 処 理 の 基 礎  

2 .  Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ の 活 用 に つ い て  

3 .  ワ ー プ ロ ・ 表 計 算 ソ フ ト の 利 用  

4 .  表 ・ グ ラ フ に よ る 数 値 の 把 握  

5 .  W E Bの 利 用 に よ る 情 報 収 集 力 の 習 得  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ の 活 用  

 第２回（ 4時間） ワ ー ド お よ び エ ク セ ル の 活 用  

 第３回（ 4時間） プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト の 活 用  

 第４回（ 4時間） ル ー ラ ル 電 子 図 書 館 の 活 用 と イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 情 報 収

集  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

5 0 0円 で わ か る ワ ー ド （ G a k k e n） 、 5 0 0円 で わ か る エ ク セ ル （ G a k k e n） 、 自 作
プ リ ン ト （ 電 子 図 書 活 用 方 法 ） 、 Z O O M使 用 マ ニ ュ ア ル  

 

 到達目標   

○ Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ の 操 作 方 法 に つ い て 正 し く 理 解 で き る 。  
○ ワ ー ド の 基 本 的 な 操 作 方 法 を 習 得 し 、 課 題 に 沿 っ た 文 書 が 作 成 で き る 。  
○ エ ク セ ル の 基 本 的 な 操 作 方 法 を 習 得 し 、課 題 に あ っ た 表 ・ グ ラ フ が 作 成 で
き る 。  
〇 パ ワ ー ポ イ ン ト の 基 本 的 な 作 成 お よ び 操 作 方 法 を 習 得 し 、ス ラ イ ド が 作 成
で き る 。  
○ 電 子 図 書 館 等 を 活 用 し 、 必 要 な 情 報 を 収 集 で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 出 欠 状 況   ○ 授 業 態 度   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、演 習 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 提 出 物 、レ ポ ー ト
等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0点
法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評 価
5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合 格
と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は 原
則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  農 業 基 礎 （ 生 物

・ 農 業  

 担当  県 農 業 技 術 職 員  

元 高 校 教 員  

実 務 経 験  有   無  

 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）     16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

生 物 学 の 基 礎 知 識 の 習 得 を 図 る と と も に 、 生 物 学 の 基 礎 知 識 が 農 業 技 術 に  

生 か さ れ て い る こ と を 理 解 す る 。 ・ 農 学 の 基 礎 知 識 の 習 得  

・ 生 物 学 の 基 礎 知 識 の 習 得 ・ Ｇ Ａ Ｐ の 基 礎 知 識 の 習 得  
 

 授業内容（ 2時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 2時間） 植 物 の 構 造 と 働 き （ 葉 と 光 合 成 の 働 き ）  

 第２回（ 2時間） 生 物 の 特 徴  

 第３回（ 2時間） 生 物 の 特 徴  

 第４回（ 2時間） 植 物 の し く み と 農 業 技 術  

第１回（ 2時間）  滋賀県農業の特徴、農業の基本用語の習得  

第２回（ 2時間）  農薬の取扱い方、肥料の分類等、農薬と肥料、栽植密度の計算方法  

第３回（ 2時間）  ＧＡＰの基礎知識  

第４回（ 2時間）  植 物 の 性 質 、 光 合 成 等 の 基 本 生 理  
 

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

自 主 教 材 （ 高 校 「 生 物 」 教 科 書 か ら の 出 展 等 ） し が の 農 林 水 産 業  

 

 到達目標   

 光 合 成 の 働 き は 農 業 へ の 利 用 な ど 生 物 学 の 基 礎 知 識 が 農 業 の 技 術 と 密 接
に 関 連 し て い る こ と や 、普 段 の 何 気 な く や っ て い る 農 作 業 が 生 物 学 の 知 識 を
応 用 し て い る こ と に つ い て 理 解 す る 。農 業 大 学 校 で 学 習 す る 上 で 、専 攻 に 関
わ ら ず 必 要 と な る 基 礎 知 識 の 習 得 。  
ま た 、 近 年 重 要 視 さ れ て い る Ｇ Ａ Ｐ の 基 礎 知 識 の 習 得 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  学 習 方 法 論 Ⅰ

（ 国 語  計 算 ） 

 担当  県 農 業 技 術 職 員  

元 高 校 教 員  

実 務 経 験  有   無  

 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）    １６時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

論 文 等 の 作 成 に 必 要 な 文 章 作 成 ・ 文 章 表 現 能 力 の 習 得  

実 習 や 農 業 経 営 の 実 践 に 必 要 な 計 算 能 力 の 習 得  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 2時間） 目 的 に 応 じ た 文 章 表 現 や 文 章 ス タ イ ル の 使 い 分 け  

 第２回（ 2時間） 計 算 の 基 礎  

 第３回（ 2時間） 論 文 の 書 き 方  

 第４回（ 2時間） 計 算 の 基 礎  

第５回（ 2時間） 小 論 文 作 成  

第６回（ 2時間） 計 算 の 応 用  

第７回（ 2時間） 小 論 文 作 成  

第８回（ 2時間） 計 算 の 応 用  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

○ 自 作 資 料   ○ 過 年 度 学 生 が 作 成 し た レ ポ ー ト 等  

 

 到達目標   

 ○ 目 的 に 応 じ て 、 文 体 や 文 章 ス タ イ ル の 使 い 分 け が で き る 。  
 ○ 産 地 見 学 な ど の レ ポ ー ト が 的 確 に 書 け る 。  
 ○ プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 や 卒 業 論 文 に 必 要 な 論 文 調 の 文 章 が 書 け る 。  
 ○ 自 己 の 経 験 や 意 見 な ど を 作 文 で 的 確 に 表 現 で き る 。  
 〇 実 習 や 農 業 経 営 の 実 践 に 必 要 な 計 算 が で き る  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  
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 講座名  学 習 方 法 論 Ⅱ   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）     16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習    見学  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 に 必 要 な 発 想 力 ・ 企 画 力 、プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 を ま と め る 方

法 論 、 問 題 解 決 の 方 法 論  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間） プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 の 計 画 の 作 成 に つ い て  

 第２回（ 4時間） 体 験 学 習 の 報 告 書 の 作 成 方 法 に つ い て  

 第３回（ 4時間） プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 の 報 告 書 の 作 成 方 法 に つ い て  

 第４回（ 4時間） 卒 論 の 執 筆 方 法 に つ い て  

第５回（ 4時間）  

第６回（ 4時間）  

第７回（ 4時間）  

第８回（ 4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

自 作 資 料（ プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 の 意 義 に つ い て 、論 文 で 使 う 用 語 や 書 き 方 に つ

い て 、 Ｐ Ｃ で の 文 書 作 成 方 法 に つ い て な ど を ま と め た 資 料 ）  

 

 到達目標   

プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 で 、 仮 説 を 立 て て 実 証 す る 能 力 を 習 得 す る 。  
プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 で 得 ら れ た 結 果 と 予 想 し た 結 果 を 比 較 し 、論 理 的 に 考 察 す
る 能 力 を 習 得 す る 。結 果 と 考 察 を 卒 業 論 文 と し て 取 り ま と め る 能 力 を 身 に つ
け る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、卒 業 に 必 須 の 計 画 書 、報 告 書 等 の 文 書 作 成 を 指 導 す る も の で あ
る こ と か ら 、 提 出 締 切 り 日 時 を 守 れ て い る か 、 文 書 の 内 容 、 出 席 日 数 、 受 講
態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  
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 講座名  地 理 (滋 賀 の 地 理 と 文 化 )   担当  大 学 教 員  実 務 経 験 有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）     16時間（ 1単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習    実験    実習     見学    実技  

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

１ ． 滋 賀 県 の 地 理 ・ 歴 史  ２ ． 滋 賀 県 の 風 土 ・ 文 化  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 2時間） １ ： オ リ エ ン テ ー シ ョ ン  ２ ： 滋 賀 県 の 風 土  

       （ 2時間） ３ ： 琵 琶 湖 と 世 界 の 湖  

 第２回（ 2時間） ４ ： 滋 賀 県 の 人 口  ５ ： モ ノ づ く り の 歴 史 的 背 景  

    （ 2時間） ６ ： 湖 魚 の フ ー ド シ ス テ ム  

第３回（ 2時間） ７ ： 滋 賀 県 の 道 と 交 通  ８ ： 滋 賀 県 の 観 光  

（ 2時間） ９ ： 地 域 文 化 を 見 せ る （ 高 島 市 針 江 の エ コ ツ ア ー ）  

第４回（ 2時間） 1 0： 「 平 成 の 大 合 併 」 と 滋 賀 県  1 1： 滋 賀 県 の 地 名  

（ 2時間） 1 2： 近 畿 地 方 に お け る 滋 賀 県  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

 特 定 の 教 科 書 は 使 用 し な い 。毎 回 、 講 義 の ハ ン ド ア ウ ト（ P o w e r P o i n tの ス

ラ イ ド ） と 参 考 資 料 を 配 布 す る 。  

 

 到達目標   

 滋 賀 県 の 地 理 （ 風 土 、 琵 琶 湖 、 人 口 、 歴 史 的 背 景 、 各 種 産 業 、 都 市 、 生 活
・ 文 化 ） に つ い て 学 び 、 卒 業 後 ・ 就 農 後 も 使 え る 幅 広 い 知 識 を 身 に つ け る 。 

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況  

 

 評価基準  

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 


